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本
紙
「
兵
庫
県
立

津
名
高
等
学
校　

同

窓
会
阪
神
支
部
報
」

が
今
年
創
刊
三
十
年

を
迎
え
た
。
三
十
年

前
平
成
七
年
一
月

十
七
日　

午
前
五
時

四
十
六
分　

阪
神
淡

路
大
震
災
が
発
生
。

母
校
の
津
名
高
は
勿

論
多
数
の
同
窓
生
が

暮
ら
す
阪
神
地
方
に

多
大
の
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
私
の
妻
の

実
家
は
旧
北
淡
町
野

島
轟　

野
島
断
層
の

真
上　

震
災
公
園
の

北
東
一
・
五
キ
ロ
に
位

置
す
る
。
敷
地
の
南

側
に
幅
七
十
セ
ン
チ

の
亀
裂
が
で
き
た
。

　

当
日
私
は
妻
の
実

家
で
震
災
に
遭
遇
し

た
。
交
通
網
が
壊
滅

　

津
名
港
か
ら
甲
子

園
フ
ェ
リ
ー
で　

あ

く
る
日
の
早
朝
高
槻

に
帰
宅
し
た
。
フ
ェ

リ
ー
の
船
中　

愛
媛

県
の
消
防
隊
と
乗
り

合
わ
せ
た
。
指
揮
す

る
隊
長
の
言
葉
が
今

も
耳
に
残
る
。「
テ

12
回
生
）。「
支
部
報

を
発
行
し
会
員
に
配

布
す
れ
ば
で
き
る
」。

今
に
続
く
本
誌
阪
神

支
部
報
の
誕
生
で
あ

る
。
言
う
は
易
く
行

う
は
難
し　

言
い
だ

し
の
責
任　

岩
井
が

創
刊
号
を
編
集
企
画

震
災
の
十
二
月
に
発

刊
で
き
た
。

　

彼
は
当
時
神
戸
銀

行
か
ら
神
戸
国
際
大

学
に
出
向
で
総
務
畑

出
版
編
集
を
心
得
て

い
た
。
余
談
だ
が
娘

夫
婦
の
東
京
転
勤
で

埼
玉
に
転
居　

東
京

支
部
を
蘇
ら
せ
た
の

も
彼
の
功
。
震
災
の

三
年
後　

明
石
海
峡

大
橋
が
開
通　

淡
路

島
と
本
土
が
陸
続
き

に
な
っ
た
。「
ア
ッ
セ

ン
ブ
リ
ー
津
名
高
校
」

と
題
し
た
記
事
が
掲

載
さ
れ　

文
字
通
り

母
校
に
集
う
行
事
が

開
催
さ
れ　

バ
ス
二

台　

六
十
人
余
が
参

加
し
た
大
行
事
は
架

橋
の
お
陰
。
そ
れ
ま

で
本
部
の
総
会
は
神

戸
で
開
か
れ
て
い
た

が　

母
校
の
傍
津
名

ハ
イ
ツ
で
の
開
催
が

で
き
た
。
年
を
追
う

ご
と
に
投
稿
記
事
も

た
ち
の
活
躍
を
見
聞

す
る
母
校
だ
よ
り　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

の
坂
東
雄
太　

書
道

の
矢
野
明
日
香
の
後

継
の
出
現
を
願
う
。

本
誌
は
各
学
年　

各

学
級
の
同
窓
会
報
告

　

募
集
記
事
を
掲
載

す
る
の
が
大
原
則
。

ち
な
み
に
私
の
十
三

回
は
一
昨
年　

昨
年

と
一
年
に
二
回
毎　

レ
ビ
見
た
ら
あ
か

ん　

神
戸
に
着
い
た

ら
不
眠
不
休
で
救
援

活
動
せ
ん
と
あ
か
ん

　

早
く
寝
ろ
」。
隊

員
誰
も
隊
長
の
命
令

を
聞
か
な
い
。
乗
客

全
員
が
テ
レ
ビ
の
震

災
報
道
を
瞬
き
も
せ

ず
見
つ
め
続
け
て
い

た
。
大
震
災
の
お
り

　

誰
も
が
家
族　

親

戚　

友
人　

知
人

の
安
否
を
気
遣
う
。 

　

阪
神
支
部
の
同
窓

会
も
役
員
会
を
開
き

　

被
災
状
況
を
調
査
。

　

死
傷
者　

家
屋
の

損
壊
等
が
報
告
さ
れ

た
。
死
者
、
怪
我
は

極
小
だ
が
家
屋
の
損

壊
は
か
な
り
の
多
さ

で
あ
っ
た
。
当
時
の

支
部
長
は
故
本
田
卓

禾
、
被
災
調
査
を
陰

で
支
え
た
の
が
尾
﨑

田
鶴
子（
高
６
回
生
）。

会
議
で
疑
問
が
出
さ

れ
た
。
被
災
状
況
が

判
る
の
は
役
員
だ
け

　

会
員
は
理
解
不
能
。

驚
き
の
提
案
を
し
た

の
が
岩
井
吉
人
（
高

増
え　

四
面　

八
面

と
増
加　

多
方
面
か

ら
同
窓
の
情
報
を
発

信
す
る
貴
重
な
存
在

と
な
っ
た
。

　

十
年
余
り
前
「
奈

良
の
案
内
は
私
に
任

せ
て
」
松
野
聰
子
（
高

15
回
生
）
の
投
稿
に

合
わ
せ
同
窓
会
の
奈

良
め
ぐ
り
が
年
中
行

事
に
な
っ
た
（
本
誌

５
面
参
照
）。
後
継
の

薄
木
昌
信
は
本
部
の

会
長　

支
部
の
長
を

務
め
る
重
責
。
大
阪

と
淡
路
を
往
復
す
る

激
務
が
続
い
た
。
阪

神
支
部
は
故
郷
淡
路

を
同
窓
の
つ
な
が
り

と
母
校
訪
問
と
は
別

に
淡
路
島
の
遺
跡　

観
光
地
を
訪
れ
る
バ

ス
ツ
ア
ー
が
恒
例
行

事
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
過
で
公
共
機

関
が
全
面
使
用
禁
止

の
通
達
で
発
刊
が
危

ぶ
ま
れ
た
が　

共
栄

印
刷
の
会
議
室
が
臨

時
の
編
集
会
議
場
所

と
な
り　

一
度
の
休

刊
も
な
い
。

　

令
和
４
年
に
創
刊

号
か
ら
の
縮
刷
本
も

編
集
さ
れ　

母
校
の

校
史
資
料
室
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
。
後
輩

計
四
回
の
同
窓
会
を

開
い
た
。
僅
か
三
年

間
の
同
窓
が
一
生
の

つ
な
が
り
に
な
る
。

津
名
高
校
の
歴
史
百

有
年　

三
十
年
の
継

続
を
後
に
つ
な
ぐ
有

能
な
後
輩
に
恵
ま
れ

た
支
部
報　

編
集
ス

タ
ッ
フ　

さ
ら
な
る

発
展
を
め
ざ
し
未
来

へ
続
け
よ
う
。「
文
中

　

敬
称
省
略
」

　

始
ま
り
は
阪
神
淡
路
大
震
災

　
　
　
　
　
阪
神
支
部
報
三
十
年
の
歩
み

田
中
　
種
義
　
　

（
高
十
三
回
生
）

後
埼
玉
に
転
居
と
な

り
、
第
十
五
号
か
ら

は
小
久
保
澄
夫
氏
、

田
中
種
義
氏
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
回
の

三
十
号
ま
で
一
年
間

も
休
ま
ず
に
発
行
さ

れ
、
ま
た
内
容
も
大
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変
素
敵
な
支
部
報
を

届
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

発
行
さ
れ
た
編
集

委
員
の
方
々
に
は
称

賛
の
言
葉
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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祝 

阪
神
支
部
報
第
三
十
号

　
　
　
　
　

発
行
に
寄
せ
て

岩
井
　
吉
人
　
　

（
高
十
二
回
生
）

　

阪
神
支
部
の
皆
さ

ん
に
お
か
れ
ま
し
て

は
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

阪
神
支
部
報
第
一

号
は
、
三
十
年
前
の

痛
ま
し
い
阪
神
淡
路

大
震
災
と
同
年
に
発

刊
、
そ
の
い
き
さ
つ

は
、
当
時
の
本
田
支

部
長
が
「
こ
の
度
の

震
災
に
よ
り
阪
神
支

部
会
員
の
安
否
確
認

の
為
に
支
部
報
を
発

行
さ
れ
た
ら
ど
う
か
」

の
掛
け
声
に
よ
り
発

行
す
る
に
至
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
発
刊
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
立

花
和
也
（
高
５
回
生
）

氏
、
尾
﨑
田
鶴
子
氏
、

保
宗
幸
夫
氏
、
坂
東

章
好
氏
（
以
上
高
６

回
生
）
の
方
々
と
編

集
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

小
生
は
第
十
四
号

ま
で
携
わ
り
、
そ
の

　

津
名
高
校
同
窓
会

の
淡
路
島
内
の
支
部

は
、
こ
れ
ま
で
津
名
、

一
宮
、
北
淡
、
東
淡
、

淡
路
市
役
所
の
職
域

支
部
の
五
つ
の
支
部

で
活
動
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
新

た
に
洲
本
・
南
あ
わ

じ
支
部
が
加
わ
り
ま

し
た
。
こ
れ
で
津
名

高
校
の
同
窓
会
支
部

が
島
内
全
域
を
カ

バ
ー
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

 

現
在
、
洲
本
市
と

南
あ
わ
じ
市
在
住

の
同
窓
生
は
、
１
，

６
０
０
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。
以
前
と
は

異
な
り
、
最
近
は
洲

本
や
五
色
、
南
あ
わ

じ
市
か
ら
通
学
す
る

生
徒
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
一
昨
年
13
回

生
の
岩
田
泰
臣
さ
ん
、

髙
田
英
憲
さ
ん
、
泉

咲
子
さ
ん
か
ら
、
洲

本
・
南
あ
わ
じ
市
在

住
の
同
窓
生
の
交
流

の
場
と
し
て
、
支
部

設
立
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
本
部
役
員

会
で
検
討
し
て
い
た

だ
き
、
昨
年
八
月
の

総
会
で
正
式
に
設
立

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
残
念
な
が

ら
現
時
点
で
は
、
ま

だ
具
体
的
な
活
動
内

容
や
組
織
づ
く
り
に

は
至
っ
て
お
ら
ず
、

す
べ
て
は
こ
れ
か
ら

と
言
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
と
り
あ
え
ず
は

洲
本
、
南
あ
わ
じ
在

住
の
同
窓
会
常
任
理

事
や
理
事
の
皆
さ
ん

に
声
が
け
を
し
、
活

動
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
メ
ン
バ
ー
を

発
掘
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

活
動
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
意

欲
的
に
活
動
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
阪
神
支

部
の
皆
様
か
ら
い
ろ

い
ろ
ご
教
授
を
賜
れ

ば
幸
い
で
す
。
今
後

の
具
体
的
な
活
動
内

容
に
つ
い
て
は
、
同

窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

「
洲
本
・
南
あ
わ
じ
支
部
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た

 

松
下
　
利
明
　
　

（
高
二
十
五
回
生
）
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ジ
に
随
時
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
す
で

に
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

現
在
津
名
高
校
は
大

き
な
試
練
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。
人
口

減
少
、
少
子
化
に
伴

う
生
徒
の
減
少
。
そ

れ
に
加
え
て
学
区
の

拡
大
や
高
校
授
業
料

の
無
償
化
の
一
環
と

し
て
の
私
学
の
生
徒

へ
の
支
援
の
増
額
と
、

今
後
ま
す
ま
す
淡
路

か
ら
の
生
徒
の
流
出

使
の
時
代　

唐
の
国

か
ら
招
聘
し
た
鑑
真

和
上
の
名
刹　

唐
招

提
寺
。
荒
海
の
玄
界

灘
を
渡
り
幾
多
の
困

難
を
乗
り
越
え
仏
教

の
教
え
を
我
が
国
に

伝
え
た
古
の
偉
人
。

　

予
定
し
て
い
た
奈

良
め
ぐ
り　

コ
ロ
ナ

過
で
急
遽
中
止
の
ハ

プ
ニ
ン
グ
も
起
こ
っ

た
。
参
加
者
全
員
に

事
情
の
説
明　

了
承

を
取
り
付
け
た
。
厚

生
省
の
疾
病
五
類
移

行
で
奈
良
め
ぐ
り
が

再
開
。
松
野
さ
ん
得

意
の
元
勤
務
先　

興

福
寺
を
め
ぐ
る
奈
良

あ
る
き
。
普
通
の
観

光
で
は
体
験
で
き
な

い
故
事
を
聞
き
な
が

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

す
で
に
、
こ
こ
数
年

津
名
高
校
を
含
め
た

淡
路
地
区
の
多
く
の

高
校
で
定
員
割
れ
が

続
い
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
困
難
な
時

代
に
、
支
部
と
し
て

で
き
る
こ
と
は
限
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、

母
校
津
名
高
校
の
発

展
の
一
助
に
な
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
付
き
合

い
く
だ
さ
い
。

ら
の
裏
方
ま
で
を
め

ぐ
る
奈
良
あ
る
き
は

楽
し
い
。

　

年
に
一
度
の
支
部

行
事　

奈
良
め
ぐ
り

　

遡
れ
ば
今
春
の
西

大
寺　

秋
篠
寺
。
昨

年
の
春
日
大
社
め
ぐ

り　

東
大
寺　

奈
良

街
あ
る
き
と　

そ
れ

ぞ
れ
に
足
掛
け
十
年

に
お
よ
ぶ
阪
神
支
部

の
奈
良
め
ぐ
り
で

あ
っ
た
。

　

残
念
な
こ
と
に「
朱

雀
の
会
」
の
決
ま
り

事　

松
野
さ
ん
は
今

年
度
限
り
で
ガ
イ
ド

の
会
を
退
く
こ
と
に

な
っ
た
。

　

阪
神
支
部
の
重
要

行
事　

奈
良
め
ぐ
り

に
貢
献
さ
れ
た
松
野

さ
ん
の
多
大
な
ご
協

力
に
感
謝
の
念
を
捧

げ
ま
す
。

株
式
会
社

　薫 

寿 

堂

代
表
取
締
役

　福

　永

　
　
　稔

（
高
八
回
生
）

宝
と
花
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淡
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松
野
さ
ん
と
打
ち
合

わ
せ
を
し
た
。

　

古
都
奈
良
に
興
味

が
あ
る
人
は
数
多
い
。

し
か
し
機
会
に
恵
ま

れ
な
い
と
中
々
行
け

な
い
も
の　

津
名
高

の
同
窓
生
同
士
の
奈

良
め
ぐ
り　

旧
友
と

一
緒
に
歩
く
奈
良
あ

る
き
は
昔
の
思
い
出

が
よ
み
が
え
る
。

　

第
一
回
の
奈
良
め

ぐ
り
は
平
成
二
十
九

年
五
月
八
日
「
奈
良

万
葉
歌
碑
め
ぐ
り
」

と
題
し　

一
風
変

わ
っ
た　

奈
良
の
観

光
で
あ
っ
た
。
万
葉

集
に
詠
ま
れ
た
歌
が

石
碑
と
し
て
奈
良
の

街
に
点
在
し
て
い
る
。

お
寺
の
境
内
の
中
や

門
前
に　

古
い
民
家

の
庭
に　

小
さ
な
川

の
畔
に　

土
手
の
上

に　

そ
し
て
街
角
に

も
建
立
さ
れ
て
い
る
。

寺
社
は
拝
観
料
が
必

要
だ
が　

ガ
イ
ド
の

会
で
勝
手
知
っ
た
る

松
野
さ
ん　

お
寺
の

門
の
外
か
ら
歌
碑
だ

け
を
案
内
し
て
く
れ

る
。
ま
こ
と
に
要
領

の
良
い
経
済
的
な
奈

良
観
光
と
な
っ
た
。

　

散
会
後
は
久
方
ぶ

り
の
旧
友
と
の
再
会

で
懇
親
会
の
飲
み
会

を
持
つ
人
も
い
た
。

　

二
回
目
は　

近
鉄

西
ノ
京
駅
に
集
合
。

駅
近
く
の
薬
師
寺
と

唐
招
提
寺
を
め
ぐ
る

奈
良
あ
る
き
。
遣
唐

H30年　唐招提寺

R4年　東大寺

R1年　興福寺

R５年　元興寺

　

旧
津
名
郡
５
町
、

津
名
、
淡
路
、
北
淡
、

一
宮
、
東
浦
の
５
町

の
町
長
さ
ん
等
か
ら

依
頼
を
受
け
、
新
生

淡
路
市
の
市
長
選
挙

に
出
る
の
を
決
め
た

の
は
、
淡
路
県
民
局

長
か
ら
県
の
代
表
監

査
委
員
に
赴
任
し
た

翌
年
、
任
期
途
中
で

し
た
。

　

合
併
の
難
し
さ
は
、

洲
本
市
と
緑
町
、
三

原
郡
３
町
、
洲
本
市

と
津
名
、
五
色
、
一

宮
町
、
北
淡
路
３
町

を
経
て
津
名
郡
５
町
、

そ
し
て
、
洲
本
市
と

五
色
町
の
全
て
の
合

併
協
議
会
に
役
目
と

し
て
参
画
し
た
私
は

認
識
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
最
後
に
背
中

を
押
し
た
の
は
、「
半

分
、
余
所
者
の
お
ま

は
ん
し
か
、
居
ら
ん

の
や
。
頼
む
は
」
と

い
う
故
新
阜
東
浦
町

の
町
長
さ
ん
の
言
葉

で
し
た
。

　

選
挙
は
素
人
集
団
、

多
く
の
人
の
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
核
は
全
島
の
同

級
生
達
で
し
た
。

　

第
１
回
目
の
決
起

集
会
は
、し
づ
か
ホ
ー

ル
。
後
に
も
先
に
も
、

し
づ
か
ホ
ー
ル
が
、

施
設
外
に
ま
で
聴
衆

で
溢
れ
た
の
は
そ
の

時
だ
け
で
し
た
。
メ

イ
ン
の
弁
士
は
、
故

貝
原
俊
民
元
兵
庫
県

知
事
。
参
加
者
は
全

県
、
但
馬
か
ら
も
参

加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
初
代
市
長
。

当
選
の
知
ら
せ
が
入

り
万
歳
を
終
え
た
時
、

市
の
職
員
の
方
が
翌

日
の
日
程
の
相
談
に

来
ら
れ
た
時
は
深
夜
。

そ
れ
か
ら
、
私
は
志

筑
の
自
宅
、
家
族
は

神
戸
と
い
う
別
居
生

活
と
、
３
６
５
日
休

み
な
し
の
生
活
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

市
政
の
基
本
方
針

は
、
５
町
合
併
と
い

う
特
殊
性
を
考
慮
し

て
、「
集
約
の
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
質
の
向

上
を
目
指
す
」、「
持

続
可
能
な
財
政
運
営

と
市
政
全
般
の
適
正

化
」、「
地
域
の
融
合

融
和
を
図
り
、
一
体

感
の
醸
成
を
目
指
す
」

そ
れ
ら
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
「
い
つ
か

き
っ
と
帰
り
た
く
な

る
街
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。

　

合
併
当
初
は
、
想

定
の
範
囲
内
で
し
た

が
、
財
政
は
破
綻
状

態
、
阪
神
淡
路
大
震

災
の
復
興
事
業
、
平

成
16
年
台
風
23
号
の

復
旧
事
業
、
下
水
道

等
イ
ン
フ
ラ
整
備
事

業
な
ど
に
財
政
負
担

が
膨
ら
ん
で
い
ま
し

　
「
奈
良
の
案
内
は
私

に
任
せ
て
」
と
題
し

た
本
紙
22
号
の
記
事

を
ご
記
憶
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

　

松
野
聰
子
さ
ん　

（
高
15
回
生
）
の
投
稿

で
あ
る
。
松
野
さ
ん

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
な

ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
会　

朱

雀
」
の
会
員
に
な
ら

れ
て
十
五
年
余
り
に

な
る
。
日
々
奈
良
を

訪
れ
る
人
々
の
観
光

案
内
に
励
ん
で
お
ら

れ
る
。

　

松
野
さ
ん
は
旧
一

宮
町
江
井
出
身
。
江

井
小
学
校
、
江
山
中

学
を
経
て
津
名
高
校

に
入
学
さ
れ
た
。
同

窓
会
阪
神
支
部
の
役

員
で
も
あ
る
。
現
在

奈
良
市
在
住
で　

長

年
興
福
寺
に
勤
務
さ

れ
て
い
た
。
興
福
寺

は
奈
良
朝
時
代　

藤

原
氏
を
語
る
に
切
っ

て
も
切
れ
な
い
。
日

本
の
歴
史
の
中
で
も

　

重
要
な
位
置
を
占

め
る
寺
院
で
あ
る
。

興
福
寺
の
庶
務
関
係

の
仕
事
を
さ
れ
て
き

た
経
験
は
貴
重
な
も

の
で
あ
る
。
か
よ
う

な
経
緯
か
ら
「
な
ら

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

朱
雀
の
会
」
に
入
会

さ
れ
た
。

　

先
達
は
あ
ら
ま
ほ

し
き
こ
と
な
り　

興

福
寺
で
研
鑽
を
積
ん

だ
松
野
さ
ん
に　

私

た
ち
阪
神
支
部
の
行

事
と
し
て
奈
良
め
ぐ

り
を
依
頼
し
た
。
日

時　

見
学
の
寺
社　

参
加
人
員
の
募
集
と

　

奈
良
め
ぐ
り　

名
案
内
の

松
野
聰
子
さ
ん

　
　
　
　
　
阪
神
支
部
の
重
要
行
事

田
中
　
種
義
　
　

（
高
十
三
回
生
）

　

新
生
淡
路
市　

20
年
の
軌
跡

　
　
　
　
　
　
　
　

前
淡
路
市
長門　

康
彦
　
　

（
高
十
五
回
生
）

R６年　春日大社



（3） 令和７年７月10日 津名高等学校同窓会　阪神支部報

で
２
０
１
３
年
に
設

立
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

病
院
の
基
本
理
念

は
「
小
さ
く
見
つ
け

て
や
さ
し
く
治
す
」、

早
期
に
発
見
し
切
ら

ず
に
治
す
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
、
80

床
で
放
射
線
治
療
装

置
を
３
台
設
置
し
た
、

手
術
室
の
無
い
が
ん

セ
ン
タ
ー
で
す
。
放

射
線
治
療
の
症
例
数

は
、
開
院
２
年
目
か

ら
兵
庫
県
で
一
番
多

い
症
例
数
と
な
り
、

近
畿
全
体
で
も
５
番

目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
院
は
、
放
射
線
治

療
と
薬
物
療
法
（
抗

が
ん
剤
や
免
疫
療
法
）

を
中
心
に
、
肺
が
ん
、

前
立
腺
が
ん
、
乳
が

ん
、
胃
が
ん
、
大
腸

が
ん
、
食
道
が
ん
、

肝
臓
が
ん
、
膵
臓
が

ん
、
悪
性
リ
ン
パ
腫

な
ど
、
殆
ど
の
が
ん

に
対
し
て
低
侵
襲
治

療
を
提
供
し
、
緩
和

ケ
ア
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス

で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

医
業
利
益
が
赤
字
の

病
院
は
69
％
ま
で
増

加
し
、
地
域
医
療
は

崩
壊
寸
前
で
す
。
日

本
医
師
会
と
６
病
院

団
体
は
３
月
に
合
同

で
声
明
を
出
し
、
次

の
診
療
報
酬
改
定
で

「
物
価
・
賃
金
の
上

昇
に
適
切
に
対
応
す

る
新
た
な
仕
組
み
」

の
導
入
を
訴
え
て
い

ま
す
。
放
射
線
治
療

も
、
２
０
０
０
年
頃

に
３
億
円
だ
っ
た
治

療
装
置
が
２
０
１
０

年
頃
に
５
億
円
、
直

近
で
は
円
安
も
影
響

し
８
億
円
以
上
に
値

上
が
り
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
間
、
放

射
線
治
療
の
診
療
報

酬
は
据
え
置
か
れ
て

お
り
、
こ
の
状
況
で

は
ど
の
医
療
機
関
も

高
額
な
医
療
機
器
の

更
新
は
極
め
て
困
難

で
す
。

　

そ
こ
で
我
々
は
、

神
戸
圏
域
の
医
療
機

関
９
施
設
と
放
射
線

治
療
装
置
の
共
同

利
用
を
目
的
と
す

る
「
地
域
医
療
連
携

推
進
法
人
」
を
設
立

し
、
４
月
１
日
に
兵

庫
県
か
ら
認
可
を
受

け
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
放
射
線
治
療

の
さ
ら
な
る
集
約
化

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

集
約
化
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
医
療
的
に
は
経

験
値
が
増
す
こ
と
で

治
療
レ
ベ
ル
が
高
く

な
る
こ
と
、
経
済
的

に
は
集
約
化
に
よ
る

経
費
削
減
と
人
材
の

有
効
活
用
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
当
院
の

試
算
で
は
、
開
院
か

ら
10
年
間
で
年
間

１
２
０
０
例
の
治
療

を
実
施
し
て
約
40
億

円
の
経
費
が
必
要
で

し
た
が
、
こ
れ
を
６

施
設
に
分
散
し
て
治

療
し
た
と
仮
定
し

た
場
合
の
経
費
は
約

80
億
円
と
な
り
、
が

ん
医
療
の
集
約
化
は

甲
斐
を
見
い
だ
す
こ

と
が
出
来
た
の
は
、

家
族
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
で
、
人
生
を

と
も
に
歩
ん
で
く
れ

た
亡
き
妻
（
４
月
25

日
没
）
に
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。

〒 

　  

神
戸
市
須
磨
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須
磨
寺
三
―
六
―
十
二

　
　
　
T
E
L
・
Ｆ
Ａ
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七
三
一
―
三
一
二
四

654-
0071 立

　花

　和

　也

（
高
五
回
生
）

矢
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（
高
七
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生
）

尾
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　田
鶴
子
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摂
津
市
千
里
丘
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十
三
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T
E
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六
三
八
九
―
四
〇
七
〇

566-
0001
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高
六
回
生
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淡
路
島
の
不
動
産
は
、

当
社
に
お
ま
か
せ
！

地
域
医
療
で
極
め
て

重
要
で
す
。

　

最
後
に
、
津
名
高

校
卒
業
後
50
年
、
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
与
え
ら
れ
た
役

割
を
果
た
し
、
生
き

た
。
市
民
住
民
の
安

全
安
心
な
生
活
の
確

保
を
目
的
と
し
た
合

併
が
無
駄
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

一
定
の
市
行
政
の

財
政
確
保
を
図
る
た

め
、
特
別
職
を
含
め

た
職
員
の
給
与
カ
ッ

ト
を
複
数
回
、
職
員

定
数
の
削
減
、
小
学

校
等
施
設
の
見
直
し

な
ど
身
を
切
る
施
策

を
断
行
し
な
が
ら
、

２
３
０
を
超
え
る
町

内
会
と
情
報
を
共
有

し
相
互
連
携
す
る
こ

と
で
各
種
施
策
の
ソ

フ
ト
ラ
ン
デ
イ
ン
グ

を
推
進
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
外
か
ら

38
社
を
企
業
誘
致

し
、
雇
用
効
果
は
３
，

５
０
０
人
を
超
え
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
納

税
は
チ
ー
ム
淡
路
市

を
合
言
葉
に
、
累
計

１
０
０
億
円
突
破
、

市
民
生
活
に
有
益
な

事
業
の
展
開
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
全
国

に
先
駆
け
て
小
中
学

校
に
導
入
し
た
、「
タ

ブ
レ
ッ
ト
教
育
」。
島

内
唯
一
の
定
期
海
路
、

ま
り
ん
・
あ
わ
じ
号

を
造
船
し
、
岩
屋
明

石
航
路
を
存
続
。
市

内
全
域
と
県
立
淡
路

医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の

交
通
弱
者
対
策
と
し

て
生
活
観
光
バ
ス
・

淡
路
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
ー
バ
ス
整
備
な
ど

に
活
用
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
母

校
、
津
名
高
校
百
周

年
に
も
、
活
用
し
ま

し
た
。

　

又
、
そ
の
評
価
は

数
字
に
も
表
れ
て
い

ま
す
。

　

①
淡
路
島
観
光
入
込

数
は
約
１
３
０
０
万

人
そ
の
約
７
割
が
淡

路
市
域
内
に
滞
留
②

Ｇ
Ｗ
に
行
き
た
い
観

光
地
ラ
ン
キ
ン
グ
１

位
③
ツ
ー
リ
ン
グ
目

的
地
検
索
数
１
位
④

二
拠
点
生
活
希
望
県

内
１
位
⑤
ふ
る
さ
と

納
税
寄
付
件
数
県
内

１
位
全
国
32
位
⑥
タ

ブ
レ
ッ
ト
活
用
教
育

全
国
小
学
校
２
位
中

学
校
５
位
⑦
個
人
所

得
伸
び
率
関
西
圏
１

位
。
そ
れ
ら
の
集
約

と
し
て
、
⑧
市
区
町

村
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン

グ
全
国
59
位
と
躍
進

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
淡
路
市

制
発
足
20
周
年
、「
淡

路
市
の
躍
進
を
止
め

な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
大
阪
関
西
万

博
に
参
画
し
な
が
ら
、

南
海
ト
ラ
フ
対
策
の

備
え
、
失
わ
れ
た
コ

ロ
ナ
禍
の
４
年
を
取

戻
し
、
制
度
上
の
第

二
の
財
政
危
機
を
回

避
し
て
、
平
成
17
年

生
ま
れ
の
世
代
に
託

し
て
い
く
年
に
な
り

ま
す
。

　

現
場
行
政
は
、
市

民
住
民
と
直
接
に
連

携
し
て
生
活
し
て
い

ま
す
。

　

改
め
て
、「
現
場
行

政
は
正
義
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
を
胸

に
刻
み
な
が
ら
、
淡

路
市
の
現
況
等
の
報

告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
注
：
こ
の
原
稿
は

２
０
２
５
年
２
月
に

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
）

し
て
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
勉
強

し
、
帰
国
後
１
９
９
２

年
か
ら
三
木
市
民
病

院
で
８
年
間
勤
務
し
、

２
０
０
０
年
に
神
戸

大
学
に
戻
り
ま
し
た
。

神
戸
大
学
で
は
、
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｓ
（
医
療
用
画

像
管
理
シ
ス
テ
ム
）

の
導
入
（
画
像
の
デ

ジ
タ
ル
化
）、
遠
隔
画

像
診
断
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
神

戸
画
像
診
断
支
援
セ

ン
タ
ー
）
の
立
ち
上

げ
を
行
っ
た
後
に
、

現
在
の
神
戸
低
侵
襲

が
ん
医
療
セ
ン
タ
ー

の
設
立
準
備
に
携
わ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
は
医
療
技

術
の
進
歩
が
目
覚
ま

し
い
時
期
で
、
ア
ナ

ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

へ
、
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
も
１

回
１
ス
ラ
イ
ス
か
ら

３
２
０
ス
ラ
イ
ス
へ

進
歩
し
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や

Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
も
普

及
し
、
カ
ル
テ
も
紙

か
ら
電
子
カ
ル
テ
に

な
り
、
も
う
す
ぐ
Ａ

Ｉ
が
サ
ポ
ー
ト
す
る

時
代
に
な
り
ま
す
。

　

が
ん
治
療
も
急
速

に
進
歩
し
、
手
術
至

上
主
義
か
ら
切
ら
ず

に
治
す
「
低
侵
襲
」

の
時
代
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
私

が
理
事
長
を
し
て
い

る
病
院
は
、
神
戸
大

学
が
構
想
を
立
案
し
、

神
戸
市
が
医
療
産
業

都
市
で
あ
る
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
の
土
地

を
提
供
し
、
民
間
企

業
が
出
資
す
る
と
い

う
、
産
学
官
の
協
力

　

津
名
高
校
同
窓
会

阪
神
支
部
の
皆
様
こ

ん
に
ち
は
。
こ
れ
か

ら
夏
も
い
よ
い
よ
本

番
と
な
り
ま
す
が
、

皆
様
方
に
は
お
元
気

で
お
過
ご
し
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
日
頃
は
阪
神

支
部
の
活
動
に
何
か

と
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
阪
神
淡
路

大
震
災
か
ら
30
年
の

節
目
の
年
、
１
月
17

日
に
は
兵
庫
県
な
ど

に
よ
る
「
１
・
17
の

つ
ど
い
│
阪
神
淡
路

大
震
災
30
年
追
悼
式

典
」
が
県
公
館
な
ど

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
式
典
に
は
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
が
参
列

さ
れ
、
天
皇
陛
下
が

　

淡
路
を
離
れ
て
半
世
紀

藤
井
　
正
彦
　
　

（
高
二
十
七
回
生
）

神戸低侵襲がん医療センター

　

支
部
長
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　

阪
神
支
部
長

東
田
　
雅
俊
　
　

（
高
十
六
回
生
）

　

津
名
高
校
を
卒
業

し
て
、
今
年
で
50
年

目
に
な
り
ま
す
。
こ

の
間
に
、
淡
路
島
は

大
き
く
変
貌
し
ま
し

た
。
子
供
の
頃
の
田

舎
の
イ
メ
ー
ジ
は
な

く
な
り
、
阪
神
淡
路

大
震
災
を
経
験
し
、

明
石
海
峡
大
橋
が
開

通
し
、
今
や
リ
ゾ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
生

ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

私
は
１
９
８
２
年

に
神
戸
大
学
を
卒
業

し
、
が
ん
診
療
に
興

味
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
放
射
線
科
に
進
み

ま
し
た
。
入
局
後
は
、

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

や
西
宮
病
院
、
高

知
県
立
中
央
病
院
な

ど
で
研
修
し
た
後
、

１
９
８
９
年
に
米
国

Em
ory

大
学
へ
留
学
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「
復
興
し
た
美
し
い
街

並
み
を
見
て
、
皆
さ

ん
の
努
力
と
支
援
に

敬
意
、
感
謝
を
表
し

た
い
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

く
し
く
も
、
阪
神

支
部
報
は
そ
の
震
災

の
年
に
会
員
の
安
否

確
認
の
為
に
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
誕

生
秘
話
を
含
め
て
小

久
保
前
支
部
長
と
と

も
に
長
年
支
部
報
の

編
集
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
田
中
種
義
さ

ん
に
ご
寄
稿
い
た
だ

き
ま
し
た
。
又
、
創

刊
号
の
編
集
の
中
心

と
な
ら
れ
た
岩
井
さ

ん
に
も
特
別
に
ご
寄

稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
、
諸
先
輩
の

ご
尽
力
に
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
次
第
で

す
。

　

さ
て
、
こ
の
大
震

災
か
ら
30
年
目
の
節

目
の
年
に
我
々
は
今

一
度
大
震
災
の
経
験

と
教
訓
を
思
い
起
こ

し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
災
害
の
記
憶

は
発
生
30
年
を
境
に

継
承
が
難
し
く
な
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
人

口
の
半
数
以
上
が
震

災
を
経
験
し
て
い
な

い
京
阪
神
地
域
は
ま

さ
に
そ
の
時
期
に
あ

た
り
ま
す
。

　
「
自
ら
の
命　

自
ら

の
ま
ち
は　

自
ら
で
守

る
」
と
い
う
防
災
の

原
点
に
立
ち
返
り
、

①
災
害
に
対
す
る
備

え
の
大
切
さ
②
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
地

な
く
、
我
々
大
人
も

同
じ
で
す
。
こ
れ
ま

で
続
い
て
き
た
旧
来

の
発
想
を
転
換
し
、

こ
れ
か
ら
子
ど
も
た

ち
が
生
き
て
い
く
社

会
を
ど
う
変
え
て
い

け
ば
い
い
の
か
、我
々

大
人
も
い
っ
し
ょ
に

考
え
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
教
育
に
も
不

易
と
流
行
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

柔
軟
に
発
想
を
転
換

し
て
い
く
の
と
同
時

に
、
校
訓
や
「
地
域

に
貢
献
す
る
人
材
の

育
成
」
と
い
う
本
校

の
使
命
は
、
昔
か
ら

変
わ
ら
ず
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
痛
感
し

て
い
ま
す
。
特
に
生

徒
が
歌
う
校
歌
を
聴

い
た
と
き
に
、
そ
の

歌
詞
に
込
め
ら
れ
た

思
い
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
、
受
け
継
が
れ

て
き
た
そ
の
思
い
は

し
っ
か
り
繋
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
同
窓
会

阪
神
支
部
の
皆
様
に

は
、
あ
ら
た
め
て
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
も

本
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
こ
と
を
重

ね
て
お
願
い
い
た
し

ま
し
て

ご
挨
拶

と
い
た

し
ま
す
。

域
）
の
防
災
力
の
大

切
さ
③
災
害
に
強
い

街
づ
く
り
の
大
切

さ
を
思
い
起
こ
し
、

我
々
の
生
活
を
振
り

返
り
30
年
以
内
の
発

生
確
率
が
80
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
と
言
わ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
に
備
え
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
世
界
を
見
渡
し

て
も
、
権
威
主
義
国

家
が
幅
を
利
か
せ
、

国
連
も
機
能
を
十
分

果
た
せ
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
で
も
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ァ
ー
ス
ト
を
掲

げ
る
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
１
月
に
就
任
以

来
デ
ィ
ー
ル
を
連
発

し
、
世
界
情
勢
も
先

を
見
通
せ
な
い
状
況

で
す
。
ま
る
で
歴
史

の
歯
車
が
逆
回
転
し

て
い
る
よ
う
に
も
見

え
ま
す
。
２
０
２
５

年
は
歴
史
の
転
換
点

の
始
ま
り
だ
っ
た
と

後
世
の
人
は
評
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

支
部
報
の
創
刊
か

ら
30
年
、
大
震
災
か

ら
30
年
こ
の
30
年
の

時
代
の
変
化
を
痛
切

に
感
じ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。
我
々
は
こ

の
様
な
不
透
明
の
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
全

て
に
お
い
て
原
点
に

立
ち
返
っ
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
の
高
校
生
た
ち

の
30
年
後
は
ど
ん
な

世
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

津
名
高
校
の
総
合

科
学
コ
ー
ス
は
、
令

和
７
年
度
よ
り
、
普

通
科
新
学
科
、
文
理

探
究
科
に
改
編
し
、

こ
の
４
月
に
新
入
生

を
迎
え
ま
し
た
。
普

通
科
総
合
科
学
コ
ー

ス
は
、
昭
和
61
年
の

理
数
コ
ー
ス
の
設
置

に
始
ま
り
、
平
成
15

年
に
総
合
科
学
コ
ー

ス
へ
と
改
編
さ
れ
、

本
校
教
育
活
動
の
中

核
と
し
て
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
び
国
の

高
校
普
通
科
改
革
、

ま
た
兵
庫
県
に
お
け

る
県
立
高
等
学
校
教

育
改
革
第
三
次
計
画

に
よ
り
コ
ー
ス
の
改

編
が
実
施
さ
れ
、
県

内
全
て
の
コ
ー
ス
は

普
通
科
新
学
科
ま
た

は
特
色
類
型
へ
の
改

編
が
予
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
う
け
本

校
は
、
今
ま
で
の
理

数
コ
ー
ス
か
ら
総
合

科
学
コ
ー
ス
に
受
け

継
が
れ
て
き
た
成
果

を
生
か
し
、
ま
た
本

校
の
特
徴
的
な
探
究

活
動
“
リ
ボ
ー
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
”
や
“
理

数
探
究
”
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
学
校
の

さ
ら
な
る
特
色
化
を

推
進
し
、
①
変
化
の

激
し
い
時
代
を
生
き

抜
く
力
の
育
成
②
知

識
に
加
え
課
題
の
解

決
や
創
造
す
る
力
の

高
十
七
回
生
　
サ
ッ
カ
ー
部
有
志

川
添
　
茂
弘
・
潮
崎
　
章
二

正
面
　
　
昇

正
　
徳
　
孝
　
夫

（
高
十
六
回
生
）

ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
ベ
ー
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
六
）
六
三
八
九
―
三
一
五
五

東
　
田
　
雅
　
俊

（
高
十
六
回
生
）

上
　
田
　
敏
　
晴

（
高
十
六
回
生
）

中
　
田
　 

晴
　
繁

（
高
十
七
回
生
）

（
高
十
五
回
生
）

中
　
野
　
淑
　
郎

北
　
野
　
佳
代
子

（
高
十
三
回
生
）

田
　
中
　
種
　
義

（
高
十
三
回
生
）

南
　
　
正
　
光

（
高
十
四
回
生
）

松
　
野
　
聰
　
子

（
高
十
五
回
生
）

育
成
【
挑
戦
す
る
意

欲
、
起
業
家
精
神
】

③
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
と
多
様
な
人
材
と

の
交
流
【
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育

成
】
を
目
的
と
し
、

総
合
科
学
コ
ー
ス
を

普
通
科
新
学
科
、
文

理
探
究
科
へ
改
編
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
普
通
科
新
学
科
に

　
つ
い
て

　

高
等
学
校
設
置
基

準
が
変
わ
り
、
普
通

科
に
加
え
①
学
際
領

域
に
関
す
る
学
科【
兵

庫
県
で
は
文
理
探
究

科
】
②
地
域
社
会
に

関
す
る
学
科
【
兵
庫

県
で
は
地
域
科
学
探

究
科
】
③
そ
の
他
特

色
・
魅
力
あ
る
学
び

に
重
点
的
に
取
り
組

む
学
科
【
兵
庫
県
で

は
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
探
究

科
】
の
設
置
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
兵
庫
県
の

文
理
探
究
科
の
設
置

基
準
は
①
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
、
文
理
融
合

型
の
課
題
設
定
、
課

題
探
究
に
特
化
し
た

科
目
を
７
単
位
以
上

設
定
、
②
組
織
と
し

て
は
、
大
学
や
国
の

機
関
等
と
の
連
携
協

力
体
制
、
連
絡
調
整

専
門
職
員
の
配
置
、

③
学
び
の
内
容
と
し

て
は
、
学
際
的
・
複

合
的
な
視
点
に
立
ち
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
等

に
取
り
組
む
学
び
等

が
条
件
と
さ
れ
、
県

内
の
普
通
科
新
学
科

は
、
本
校
に
加
え
御

影
高
校
、
豊
岡
高
校
、

柏
原
高
校
、
明
石
高

校
な
ど
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

津
名
高
校
は
昨
年

度
、
普
通
科
４
学
級

（
う
ち
１
学
級
は
総
合

科
学
コ
ー
ス
）
で
し

た
が
、
今
年
度
は
、

普
通
科
３
学
級
、
文

理
探
究
科
１
学
級
の

２
学
科
、
計
４
学
級

と
な
り
、
新
学
科
の

設
置
が
学
校
全
体
の

活
性
化
の
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
文

理
探
究
科
は
、
先
ほ

ど
の
設
置
基
準
の
と

お
り
、
今
ま
で
以
上

に
大
学
や
企
業
、
研

究
機
関
と
の
連
携
、

ま
た
多
方
面
へ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
同
窓
会
阪
神

支
部
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
見
学

や
体
験
、
特
別
講
義

等
で
の
ご
支
援
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

阪
神
支
部
の
皆
様

に
は
、
益
々
ご
健
勝

に
て
お
過
ご
し
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
よ
り

母
校
の
教
育
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
４
月
に
校
長

と
し
て
着
任
い
た
し

ま
し
た
。
津
名
高
校

は
１
０
０
年
を
超
え

る
伝
統
校
で
あ
り
、

あ
ら
た
め
て
そ
の
校

風
や
積
み
上
げ
て
き

た
歴
史
に
重
責
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
津
名
高

校
の
歴
史
に
貢
献
で

き
る
よ
う
精
一
杯
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
今
回
は

私
が
入
学
式
で
新
入

生
に
話
し
た
こ
と
を
、

皆
様
に
も
お
伝
え
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

現
在
、
生
成
Ａ
Ｉ
を

は
じ
め
と
す
る
科
学

技
術
の
発
展
は
め
ま

ぐ
る
し
く
、
社
会
の

在
り
方
そ
の
も
の
が

こ
れ
ま
で
と
「
非
連

続
」
と
い
え
る
ほ
ど

劇
的
に
変
わ
る
状
況

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

急
激
に
変
化
し
「
予

測
困
難
な
時
代
」
の

中
、
私
た
ち
一
人
一

人
、
そ
し
て
社
会
全

体
が
「
答
え
の
な
い

問
い
」
に
ど
う
立
ち

向
か
う
の
か
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
切
り

拓
い
て
い
く
み
な
さ

ん
に
、
本
校
で
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
力
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

文
章
の
意
味
を
正
確

に
理
解
す
る
読
解
力
。

次
に
様
々
な
教
科
で

学
ん
だ
こ
と
を
働
か

せ
、
自
分
の
頭
で
考

え
て
表
現
す
る
力
。

そ
し
て
、
仲
間
と
の

対
話
や
協
働
を
通
じ

て
知
識
や
ア
イ
デ
ア

を
共
有
し
、
新
し
い

答
え
や
納
得
で
き
る

答
え
を
生
み
出
す
力

で
す
。
そ
の
答
え
は

正
解
で
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
大
切
な
こ
と
は
自

分
の
頭
で
考
え
る
こ

と
。
考
え
て
も
考
え

て
も
答
え
が
出
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
考
え
続
け

る
こ
と
、
そ
の
姿
勢
、

意
欲
と
態
度
、
こ
う

し
た
力
を
本
校
で
身

に
つ
け
て
社
会
へ
飛

躍
し
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ

と
を
新
入
生
に
話
し

ま
し
た
。
こ
の
「
考

え
る
力
」
が
必
要
な

の
は
高
校
生
だ
け
で

　

学
校
長
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　

津
名
高
等
学
校　

校
長

近
藤
　
直
樹
　
　

　
　

文
理
探
究
科
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　

津
名
高
等
学
校　

教
頭

加
藤
　
佳
子
　
　

新学科
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津
名
高
校
同
窓

会
東
京
支
部
は
、

２
０
２
４
年
７
月
14

日
（
土
）
に
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
、

待
ち
に
待
っ
た
総

会
・
懇
親
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
実
に
６
年
ぶ
り

と
な
る
今
回
の
開
催

は
、
多
く
の
同
窓
生

に
と
っ
て
待
ち
焦
が

れ
て
い
た
再
会
の
場

と
な
り
ま
し
た
。
会

場
は
、
旧
交
を
温
め
、

新
た
な
絆
を
育
む
喜

び
と
熱
気
に
満
ち
溢

れ
、
参
加
者
全
員
が

笑
顔
で
溢
れ
る
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
東
京
支

部
会
員
39
名
に
加
え
、

津
名
高
校
の
仲
山
校

長
、
同
総
会
本
部
の

津
田
会
長
ご
夫
妻
、

淡
路
市
の
富
永
副
市

長
（
門
市
長
代
理
）

を
は
じ
め
と
す
る
来

賓
６
名
、
そ
し
て
余

興
ゲ
ス
ト
２
名
を
含

む
、
総
勢
47
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
案
内

通
知
を
お
送
り
し
た

１
９
８
名
の
う
ち
、

約
２
割
の
方
々
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉

じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
遠
方
か
ら
の

参
加
者
も
多
く
、
津

名
高
校
へ
の
熱
い
想

い
と
、
同
窓
生
と
の

絆
の
強
さ
を
改
め
て

感
じ
さ
せ
る
光
景
で

し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
参

加
者
の
皆
様
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
二
つ
の
余
興
を
企

画
い
た
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
柏

木
英
樹
さ
ん
（
高
19

回
生
）
に
は
、
ご
自

身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
や
淡
路
島
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
「
あ
わ
神
」

の
公
式
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
な
ど
、
心
温
ま
る

歌
声
を
披
露
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
柏

木
さ
ん
の
歌
声
は
、

故
郷
へ
の
想
い
を
呼

び
起
こ
し
、
会
場
全

体
を
温
か
い
雰
囲
気

に
包
み
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
女
流
落
語
家

の
藤
井
ま
ゆ
み
さ
ん

（
高
25
回
生
）
に
は
、

古
典
落
語
の
「
悋
気

の
独
楽
」
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
、
会
場

は
笑
い
の
渦
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
藤
井
さ

ん
の
巧
み
な
話
術
と

ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
語

り
口
に
、
参
加
者
は

皆
、
時
間
を
忘
れ
て

聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
両
名
と
も
プ
ロ

志

　田

　
　守
（
高
二
十
六
回
生
）

五

　条

　正

　仁

（
高
二
十
五
回
生
）

岡
川

　都
志
子
（
高
二
十
五
回
生
）

清

　水

　啓

　司

（
高
二
十
二
回
生
）

333-
0803

〒
　   

埼
玉
県
川
口
市
藤
兵
衛
新
田
八
十
八

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
〇
）
六
五
二
八
―
八
三
四
八

〒
　   

京
都
市
中
京
区
夷
川
通
新
町
角

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
七
五
）
二
二
一
―
八
一
三
九

津
名
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
支
部
長

東
京
淡
路
会
副
会
長藤

　木

　啓

　彰

事
務
所
　  

大
阪
市
中
央
区
北
浜
三
丁
目
一
―
一
一

　
淀
屋
橋
平
井
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
六
（
六
二
〇
六
）
四
一
六
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
（
六
二
〇
六
）
四
一
七
〇

〒541
-0041

弁

　護

　士

F
J
K
法
律
事
務
所

（
高
二
十
七
回
生
）

E-m
ail info@

fjk-law
.com

https://w
w
w
.fjk-law

.com

片

　山

　敏

　彦

大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
丁
目
三
番
八
号

　
M
F
南
森
町
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
六
（
六
八
〇
九
）
二
五
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
（
六
八
〇
九
）
二
五
七
一

〒530
-0041

代
表
税
理
士

あ
か
ね
税
務
会
計
事
務
所

（
高
三
十
回
生
）

E-m
ail k-akane@

kve.biglobe.ne.jp

652-
0804
〒
　   

神
戸
市
兵
庫
区
塚
本
通
七
―
一
―
十
四

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
七
八
）
五
七
八
―
五
三
三
五

　
　
　
F
A
X
（
〇
七
八
）
五
七
七
―
二
三
一
八

花

　野

　正

　悦

税 

理 

士

（
高
十
九
回
生
）

高
十
八
回
生
有
志
一
同

杉
岡
実
季
子
（
旧
姓 

宇
城
）

仲
野
和
美

鶴
田
真
弓
（
旧
姓 

中
之
内
）

奥
田
照
子
（
旧
姓 

酒
井
）

京
呉
服
夷

　川

え
び
す
が
わ

し
め
だ

604-
0093

の
演
奏
家
、
落
語
家

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

第
二
の
人
生
を
謳
歌

し
な
が
ら
、
そ
の
才

能
を
磨
き
、
地
元
で

定
期
的
に
ラ
イ
ブ
や

落
語
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
精
力
的
に
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
た
む
き
な
姿

は
、
参
加
者
に
勇
気

と
感
動
を
与
え
ま
し

た
。

　

今
回
の
総
会
・
懇

親
会
は
、
支
部
長
で

あ
る
私
の
体
調
不
良

に
よ
り
、
東
京
支
部

の
幹
部
の
皆
様
に
多

大
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
司
会

進
行
は
正
司
さ
ん
と

後
藤
さ
ん
、
開
会
・

閉
会
の
挨
拶
は
伊
藤

さ
ん
と
小
松
さ
ん
、

そ
し
て
岩
井
顧
問
と

藤
本
晴
子
さ
ん
に
も

運
営
全
般
に
わ
た
り

ご
支
援
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
様
の
献
身

的
な
働
き
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
よ
り
、
総

会
・
懇
親
会
は
滞
り

な
く
進
行
し
、
参
加

者
の
皆
様
か
ら
は
高

い
評
価
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
細
部
に
ま
で

行
き
届
い
た
配
慮
と
、

温
か
い
お
も
て
な
し

の
心
は
、
参
加
者
全

員
の
心
に
深
く
刻
ま

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

二
次
会
を
含
め
、
参

加
者
の
方
々
か
ら
は

「
大
変
満
足
し
た
」「
今

後
も
こ
の
よ
う
な
イ

染
堂
】
を
三
堂
共
通

拝
観
券
で
拝
観
。

　

西
大
寺
を
後
に
し

て【
鋳
物
師
池
跡
】へ
。

公
園
に
な
っ
て
い
て
、

桜
が
満
開
で
お
花
見

宴
会
を
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
が
い
ま
し
た
。

　

秋
篠
寺
ま
で
の
道

中
、
民
家
の
庭
や
田

圃
の
あ
ぜ
道
に
咲
い

て
る
花
で
「
こ
の
花

は
何
て
い
う
花
で

し
ょ
う
？
」
と
ク
イ

ズ
大
会
に
な
っ
て
ま

し
た
。
私
は
花
の
知

識
が
な
い
の
で
参
加

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
残
念
…
）

　
【
秋
篠
寺
】
秋
篠
宮

様
の
宮
号
は
秋
篠
寺

に
由
来
し
て
い
る
の

で
、行
っ
て
み
た
か
っ

た
お
寺
で
す
。

　

こ
の
原
稿
依
頼
を

受
け
た
時
、
松
野
さ

ん
の
所
属
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も

定
年
が
あ
る
と
お

聞
き
し
、
次
回
の
奈

良
め
ぐ
り
は
無
い
か

も
？
と
。

　

是
非
、
次
回
も
開

催
さ
れ
る
事
を
願
っ

て
ペ
ン
を
置
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

ほ
し
い
」
と
い
っ
た

声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、

盛
況
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
・
懇

親
会
の
成
功
を
機
に
、

東
京
支
部
で
は
、
会

員
同
士
の
絆
を
よ
り

一
層
深
め
る
た
め
の

取
り
組
み
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
会
員

名
簿
の
整
備
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
情
報
発

信
、
会
員
交
流
を
目

的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
な
ど
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
東
京
支
部
が

会
員
の
皆
様
に
と
っ

て
、
よ
り
身
近
で
、

よ
り
魅
力
的
な
存
在

と
な
る
よ
う
、
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

東
京
支
部
だ
よ
り清

水
　
啓
司
　
　

（
高
二
十
二
回
生
）

　

第
七
回 

奈
良
め
ぐ
り
に

参
加
し
て　

松
本
　
恵
里
　
　

　（
高
三
十
二
回
生
）

　

四
月
六
日
（
日
）

未
明
か
ら
降
り
だ
し

た
雨
も
止
み
、
奈
良

め
ぐ
り
当
日
を
迎
え

ま
し
た
。

　

私
は
淡
路
市
岩
屋

在
住
で
、
昨
年
も
こ

の
奈
良
め
ぐ
り
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

東
浦
Ｂ
Ｔ
か
ら
本

四
海
峡
バ
ス
で
三
宮

Ｂ
Ｔ
、
阪
神
電
車
に

乗
り
換
え
て
神
戸
三

宮
駅
か
ら
近
鉄
大
和

西
大
寺
駅
で
下
車
。

便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
和
西
大
寺
駅
の

改
札
前
が
集
合
場
所

で
す
。

　

参
加
者
十
五
名
が

二
班
に
分
か
れ
て
、

「
な
ら
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」

所
属
の
松
野
さ
ん（
高

15
回
生
）
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
桧
山
さ

ん
の
ガ
イ
ド
で
出
発

し
ま
し
た
。

　

前
回
参
加
し
た
時

は
桧
山
さ
ん
の
ガ
イ

ド
だ
っ
た
の
で
、
今

回
は
松
野
さ
ん
に
付

い
て
行
き
ま
し
た
。

　

西
大
寺
東
門
前

に
あ
る
【
石
落
神

社
】
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
戒
律
僧
の
叡

尊
（
１
２
０
１
～

１
２
９
０
）が
ま
つ
っ

た
と
言
わ
れ
、
疫
病

退
散
の
祈
願
を
行
っ

て
い
た
時
に
石
落
神

社
の
導
き
に
よ
り
調

合
し
て
作
っ
た
の
が

「
豊
心
丹
（
下
痢
や
頭

痛
に
効
く
）」
と
伝
え

ら
れ
る
。

　

東
門
か
ら
入
っ
て

【
四
王
堂
】【
本
堂
】【
愛

秋篠寺前にて

東京支部総会・懇親会

　
令
和
６
年
度
近
畿
高
等
学
校

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会

個
人
戦
出
場
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

富
永
　
暖
琉
　
　

　

僕
た
ち
は
目
標
に

し
て
い
た
近
畿
大
会

個
人
戦
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
場
を
か
け
た
県
大

会
で
勝
っ
た
瞬
間
は

と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
中
学
生
の
時
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に
も
近
畿
大
会
に
出

場
す
る
機
会
は
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
時

は
自
分
た
ち
の
力
が

あ
ま
り
発
揮
で
き
ず

に
負
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
経
験
か

ら
、
今
回
は
同
じ
よ

う
な
試
合
は
し
な
い

と
決
め
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は

技
術
が
あ
る
程
度

身
に
つ
い
て
く
る

と
、
そ
の
先
は
精
神

面
も
大
切
だ
と
い
う

こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
負

け
て
い
る
と
き
こ
そ

流
れ
を
変
え
る
た
め

に
ペ
ア
同
士
で
間
を

取
っ
た
り
、
声
を
出

し
た
り
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
「
戦
略
」

の
重
要
性
も
学
び
ま

し
た
。
最
初
は
た
だ

相
手
を
打
ち
負
か
す

こ
と
に
ば
か
り
集
中

し
て
い
た
の
で
す

が
、
次
第
に
「
ど
う

す
れ
ば
相
手
の
弱
点

を
つ
け
る
か
？
」
を

意
識
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
は
相
手
の
立
ち
位

置
や
癖
を
観
察
す
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し

た
。
本
番
を
迎
え
、

近
畿
大
会
で
は
自
分

た
ち
の
現
在
の
力
は

最
大
限
に
発
揮
す
る

こ
と
は
で
き
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
一

回
戦
で
負
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。
展
開
的

に
は
勝
っ
て
い
ま
し

た
が
、
簡
単
な
ミ
ス

が
目
立
ち
、
普
段
の

練
習
が
い
か
に
大
事

か
と
い
う
こ
と
に
改

め
て
気
づ
き
ま
し
た
。 

　

来
年
度
の
夏
の
大

会
で
は
、
地
区
大
会

の
時
か
ら
し
っ
か
り

と
集
中
し
、
一
点
も

無
駄
な
ミ
ス
を
し
な

い
よ
う
に
心
が
け
て

挑
む
よ
う
に
し
た
い

で
す
。
今
回
の
近
畿

大
会
出
場
は
大
変
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

（
注
：
こ
の
原
稿
は

２
０
２
５
年
３
月
に

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
。）

体育部活動状況 � ��������������������
●男子ソフトテニス部
兵庫県高等学校総合体育大会ソフトテニス中央決勝大会

〈男子団体戦〉
　１回戦　　津名　３－０　東播磨
　２回戦　　津名　２－０　相生
　３回戦　　津名　０－２　市尼崎
　敗者復活戦　津名　２－１　彩星工科
　　※ベスト12　近畿大会出場権獲得
令和６年度　近畿高等学校ソフトテニス選手権大会　団体戦
　１回戦　　津名　２－１　瀬田工業(滋賀)
　２回戦　　津名　０－３　福知山成美(京都)
令和６年度　兵庫県高等学校ソフトテニス新人中央大会　男子個人戦
　４回戦進出　富永・打越ペア（ベスト16）
　　※令和6年度近畿高等学校ソフトテニスインドア大会出場権獲得
　３回戦進出　樋口・満永ペア、速谷・冨本ペア
　２回戦進出　瀬原・細川ペア

〈男子団体戦〉
　２回戦　　津名　２－１　姫路
　３回戦　　津名　０－２　神戸科技
●野球部
第106回全国高等学校野球選手権兵庫大会
　２回戦　　津名　14－３　北摂三田（６回コールド）
　３回戦　　津名　７－３　三木
　４回戦　　津名　１－６　社

●柔道部
第73回淡路高等学校新人柔道大会
　男子個人戦　73kg級　優勝　三宅　雄大
第73回兵庫県高等学校新人柔道大会
　男子個人戦　73kg級　ベスト８進出　三宅　雄大
●剣道部
第71回兵庫県剣道優勝大会（県民大会）
　〈団体戦〉
　　男子　１回戦　不戦勝
　　　　　２回戦　津名　０－３　明石城西
　　女子　１回戦　津名　３－２　御影
　　　　　２回戦　津名　１－２　明石清水

文化部活動状況 � ��������������������
●ギター・マンドリン部
令和6年度　全国高等学校ギター・マンドリン音楽コンクール

（吹田市文化会館）
　優秀賞　受賞
第47回兵庫県高等学校ギター・マンドリンフェスティバル

（明石市民会館アワーズホール）
　序曲「レナータ」(ラヴィトラーノ作曲)
　全国大会推薦
●吹奏楽部
第71回兵庫県吹奏楽コンクール淡路地区大会
高校Sの部　銀賞

クラブ活動の状況（令和６年度）主な活動状況

打越さん　　　富永さん

津名高等学校76回生（令和７年３月卒業）進路状況　　　津名高等学校　進路指導部

●国公立大学（四年制大学）
大学名 進学

静岡大学 1
鳥取大学 1
岡山大学 4
徳島大学 4
香川大学 1
高知大学 2
宮崎大学 1

国立大学合計 14
公立小松大学 1
兵庫県立大学 2
県立広島大学 1
高知工科大学 1

公立大学合計 5
国公立大学合計 19

●私立大学
大学名 進学

山梨学院大学 1
京都外国語大学 1
京都産業大学 1
京都女子大学 1
京都橘大学 3
京都美術工芸大学 1
立命館大学 2
龍谷大学 1

藍野大学 1
大阪工業大学 1
大阪電気通信大学 1
関西医療大学 1
関西外国語大学 1
近畿大学 3
摂南大学 1
大和大学 4
大手前大学 1
関西看護医療大学 3
関西学院大学 1
甲南大学 5
甲南女子大学 1
神戸学院大学 10
神戸松蔭大学 1
神戸女子大学 4
神戸親和大学 1
神戸常盤大学 4
兵庫大学 2
武庫川女子大学 4
流通科学大学 1
高野山大学 1
岡山理科大学 1
徳島文理大学 2

私立大学合計 66

●短期大学（短期大学校を含む）
大学名 進学

国立清水海上技術短期大学校 1
大阪成蹊短期大学 1
関西学院短期大学 1
神戸教育短期大学 1
神戸女子短期大学 2

短大合計 6
●専門学校

学校名 進学
京都第一赤十字看護専門学校 1
大阪労災看護専門学校 1
関西労災看護専門学校 1
神戸看護専門学校 1
平成淡路看護専門学校 1
新大阪歯科技工士専門学校 1
関西総合リハビリテーション専門学校 6
神戸総合医療専門学校 3
神戸リハビリテーション衛生専門学校 1
日本栄養専門学校 1
大阪ベルェベル美容専門学校 1
関西美容専門学校 1
神戸ベルェベル美容専門学校 4
京都建築大学校 1
神戸電子専門学校 1
トヨタ神戸自動車大学校 2

履正社国際医療スポーツ専門学校 1
大原簿記ビジネス公務員専門学校 京都校 1
神戸元町医療秘書専門学校 1
神戸ファッション専門学校 1
専門学校 徳島穴吹カレッジ 1
神戸理容美容専門学校 通信課程 1

専門学校合計 33
●就職状況

会社名 就職
淡路信用金庫 1
日清医療食品株式会社　神戸支店 1
BIG DAISHOWA株式会社　淡路工場 1
株式会社ピーエムシー 1
株式会社夢舞台 1
グッドピープル株式会社 1
介護老人保健施設せんけい苑 1
三野青果 1
hair spa MOU ～sasyur ～ 1

民間就職合計 9
公務員 就職

兵庫県警察官 1
公務員合計 1

民間公務員合計 10
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高14回生同窓会（傘寿を祝う会）の開催報告� 南　正光（高14回生）

　高14回生は、2024年６月９日（日曜日）に神戸三宮東急REIホテルにお
いて同窓会（傘寿を祝う会）を開催いたしました。この同窓会は昭和38年
に卒業後、1995年１月に発生した阪神・淡路大震災の３年後に初めて開催
し、その後は恒例的に２年毎とし開催してきました。しかし、2020年以降
の新型コロナウィルス感染症の拡大に伴いその間の同窓会の開催を見合わ
せていました。この感染症も2023年５月にはインフルエンザと同類の第５
類に分類され日常生活もコロナ禍以前に戻ってきました。このことにより
今回は６年振りで実に11回目の開催となりました。
　出席者は、常連の方、初めての方合わせて計30名（男性19名、女性11名）
で、殆どは京阪神間に在住の方でしたが遠くは横浜、静岡、山梨、九州に
在住の方もおられました。
　今回は、久しぶりの開催となりましたので宴会においては、参加者全員
による自己紹介並びに近況報告等がありました。各人からの報告では、健
康談義、高校時代のチョイワル話、同窓会は88歳（卒寿）まで続けていけ
ば等々の話があり大いに盛り上がりました。
また、カラオケタイムではデュエット、演歌ありで自慢の喉を披露された
方もおられ其々に大いに楽しんでいました。その後に全員で校歌斉唱し万
歳三唱で本会もアットいう間に時が経過し午後3時に青春時代を振り返るこ
とができた楽しい一日が終了いたしました。
　同窓生の皆様、今後も毎日を元気で明るく楽しく健康に留意してお過ご
しいただきまた11月に再会いたしましょう。

高14回卒業生同窓会開催（半寿：81歳の祝い）のご案内

　14回生の皆様お元気ですか。恒例により昨年に引き続き次の要領にて同
窓会（半寿:81歳の祝い）を開催いたしますのでご案内申し上げます。
　ご多用とは存じますが皆様お誘いあわせのうえ、ご参加下さいますよう
お願い申し上げます。

記
日　時：2025年11月16日（日）（午後０時から３時まで）
　　　　（受付開始　午前11時から）
場　所：神戸三宮東急REIホテル
　　　　〒651-0096　神戸市中央区雲井通６丁目１番５号
　　　　☎078-291-0109
会　費：10,000円
　なお、2025年９月に事務局から皆様に詳細をご案内いたします。
同窓会開催事務局
　〒563-0029　池田市五月丘３-１-４
　南　正光（☎072-753-1458/携帯：090-2011-7991）

令和7年度 17回生・昭和41年(1966年)卒業
４・５・６組合同同窓会開催のご案内

　昨年も例年通り開
催し、多くの皆様の
参加を得て、楽しく
過ごすことが出来ま
した。
　今年度も皆さんか
らたくさんの声をい
ただき、下記のとお
り開催予定しています。ご案内いたします
　詳細については世話人代表櫛笥享夫より別途連絡いたします。

正面昇(高17回生)
―開催の案内―

開催日：令和７年11月９日（日）12時～（受付11時半～）
場　所：舞子ビラ神戸　TEL078-706-3711
　　　　神戸市垂水区東舞子町18-11
世話人代表　　　櫛笥享夫　　携帯090-3862-3127
世話人代表代理　栗林喜佐夫　携帯080-3807-4955

高33回生同窓会開催報告� 魚井　和彦（高33回生）

　令和７年１月３日に、33回生の学年同窓会がグランドニッコー淡路を
会場に、お世話になった高野晏生先生、守　慶朗先生をお迎えして、総勢
66名で開催されました。幹事の上田富弘君のご尽力により、企画から運
営までを行っていただき、また告知・参加者募集についてはSNS（LINE、
SMS、E-MAIL等）で行うという時代に合わせた方法でした。
　学年全体での同窓会は実に11年ぶりでしたが、今回は１年生のときのク
ラス別での座席という工夫がされ、最初こそ硬かった表情も、時間ととも
に徐々にほぐれていき、中盤のビンゴゲームを挟んで、舞台上での記念撮
影（クラブ単位、中学校単位、果てには小学校単位まで）で大いに盛り上
がり、その模様はすぐにグループラインに投稿されて共有されるという、
まさに時代を反映した同窓会となりました。恩師であるお二人の先生方に
は、当時の思い出をお話しいただき、参加者一同懐かしい思いで聞かせて
いただきました。幹事の上田君が、高校時代を彷彿させるような、学ラン・
ボンタン・体育館シューズに身を包み、茶髪でリーゼントというオールド
スタイルで司会を務めてくれたこともあり、参加者からは、「楽しい～」「久
しぶりに会えてよかった～」「元気だった～？」といった言葉が飛び交うな
ど、40年以上前にタイムスリップしたかのような賑やかさでした。そして、
締めの挨拶は、ビンゴゲームの一番くじ当選者が行うというこれまた面白
い企画で締めくくられました。
　次回は33回生にちなんで、私たちが70歳になる2033年３月３日（木）
に開催しようと誓い合って会場を後にしました。ほんとうに楽しい時間を
過ごすことができ、幹事の上田君をはじめ、運営にご協力いただいた皆さ
んに心から感謝を
申し上げます。今
回 は 参 加 で き な
かった方も次回に
はぜひ参加してい
ただき、さらに旧
交 を 深 め た い と
願っています。

集う！ 津名高校第15回卒業生の皆様へ
高15回生（昭和39年卒業）傘寿同窓会開催ご案内

　お待たせを致しました。前回（第29号）の阪神支部報にてお知らせ致し
ました。本年傘寿を迎えるに当たり有志にて同窓会の企画を練り推進をし
て参りました。結果、下記の通り決定を致しましたのでより多くの同窓生
各位のご賛同を頂き、同級生の皆々様お誘い合わせの上ご参集頂ければ幸
甚に存じます。

注：同窓会H・Pにも掲載しましたのでご覧くださいます様！
記

開催日時：2025年（令和７年）10月24日（金）12時30分スタート
開催場所：淡路市志筑　「津名ハイツ」
会　　費：10,000円
そ の 他：ご参加確認とアクセスは９月中旬頃にご案内予定
事務局　佐藤　正文（090-3706-5180）
世話役　漁　充夫（090-4692-0131）
　　　　中野　淑郎（090-9059-0609）

津名高13回生の同窓会� 北野　佳代子(高13回生)

　私達13回生は昭和37年に津名高等学校を卒業しました。卒業後はクラス
単位、クラブ単位のミニ同窓会はありましたが　学年全体の同窓会を初め
て平成9年に催しました。大変だったのはクラスごとの名簿作りでした。そ
の時卒業して36年にもなりますので　現住所の確認など沢山の人の協力が
必要でした。この時の沢山の協力者があったので同窓会は100人を超える
人の出席がありました。また、荒木、岩崎、和田、宇城、大西、大山、田
井先生の7名ものご出席もあり盛大に催すことが出来ました。その後は節
目「還暦・古希・喜寿」の年はもちろん、この時以外も時折同窓会を催し
ました。還暦の年の花博会場のウェスティンホテル以外は全部阪神間での
開催でした。傘寿の同窓会は淡路の人の申し出もあり淡路でしました。久
しぶりの淡路で、それも最後の同窓会と参加を呼びかけました。80歳にな
るのに東京や広島等遠方から来てくれる人があり58名の参加者となりまし
た。会場の津名ハイツは移転した津名高の近くにあり初めて新しい母校見
学をした人も多数いました。食事は淡路産の食材が多く使われていて、夜
は津名ハイツに泊まった人が10人余りいました。島外の人は里帰りした気
分が味わえ、良い企画だったと思います。最後になるかもしれないと言っ
ていました同窓会ですが、この年の暮れに忘年会と称しミニ同窓会が志筑
の寿司一であり30人程集まりました。翌年にも春と秋に同様の会がありま
した。遠方の方は来られるのが大変なので声掛けはしないし、近傍の人も
出席しそうな人に電話で誘うだけだそうですが、いつも25人前後集まりま
す。さすがに2年に4回もあるとミニ同窓会も含めてですが幹事さんは大変
です。ここで阪神間の幹事が3年先にすることに決まりました。その次は米
寿の年ですかね。この米寿の同窓会こそ最後の同窓会になるでしょう。88
歳になるこの時も元気で参加できるよう頑張りたいと思います。米寿の年
の同窓会も皆様元気で参加してください。
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阪神支部会費納入のお願い（年額 2000円、令和７年度分）

★郵便振替口座　口座番号　00980-7-184478
　　　　　　　　口座名義　兵庫県立津名高等学校同窓会阪神支部

★銀行振込ご利用の場合
　銀行支店名　三井住友銀行鈴蘭台支店
　口座番号　　普通預金　5058703
　口座名義　　�兵庫県立津名高等学校
　　　　　　　同窓会阪神支部

津名高等学校同窓会ホームページ
URL　https://tsunako-dosokai.com
阪神支部からの案内・報告等も載せております。
※�今後阪神支部総会案内、臨時イベントの案内は、
　同窓会ホームページ又は阪神支部報で案内します。
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30
号
の
発
行
に
あ

た
っ
て
は
多
く
の
皆
様
方
に

ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
賛
助
広
告
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
企
業
や
Ｏ
Ｂ

の
皆
様
方
、
支
部
年
会
費
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
Ｏ
Ｂ
の

方
々
、
原
稿
を
執
筆
い
た
だ

い
た
方
々
を
は
じ
め
数
多
く

の
関
係
者
の
皆
様
方
に
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お

陰
様
で
今
年
も
支
部
報
を
皆

様
方
に
お
届
け
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
30
号
の
節
目
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
「
支
部
報

三
十
年
の
歩
み
」
を
田
中
編

集
委
員
に
寄
稿
い
た
だ
く
と

と
も
に
大
震
災
後
の
役
員
会

で
支
部
報
の
発
行
を
提
案
さ

れ
、
創
刊
号
編
集
の
中
心
と

な
っ
た
岩
井
さ
ん
に
も
特
別

に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
様
方
も
三
十
年
前
に
思

い
を
馳
せ
て
い
た
だ
き
、
今

後
の
阪
神
支
部
の
活
動
に
ご

支
援
・
ご
協
力
の
程
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員
長

東
田
　
雅
俊�

（
16
）

副
委
員
長

上
田
　
敏
晴�

（
16
）

福
谷
　
勲�

（
32
）

編
集
委
員

田
中
　
種
義�

（
13
）

南
　
正
光�

（
14
）

中
野
　
淑
郎�

（
15
）

松
野
　
聰
子�

（
15
）

正
面
　
昇�

（
17
）

杉
岡
　
実
季
子�

（
18
）

菅
　
数
子�

（
20
）

五
条
　
正
仁�

（
25
）

濵
野
　
恭
弘�

（
26
）

魚
井
　
和
彦�

（
33
）

船
越
　
淳
久�

（
33
）

★（
　
）は
卒
業
回
生

編
集　

　後
記

　

編
集　

　後
記

　

同封の払込取扱票、
又は

左記銀行振込にて

卒　回 氏　　名
顧 　 問 5 立 花　 和 也
支 部 長 16 東 田　 雅 俊
副 支 部 長 13 田 中　 種 義

15 中 野　 淑 郎
18 杉 岡　 実 季 子
25 五 条　 正 仁
25 池 町　 隆 明
27 奥 野　　 豊
33 魚 井　 和 彦

会 計 26 濵 野　 恭 弘
26 志 田　　 守

会 計 監 事 14 南　　 正 光
16 上 田　 敏 晴

 17 中 田　 晴 繁
幹 事 6 坂 東　 章 好

6 尾 㟢　 田 鶴 子
9 沖　　 正 典
14 桑 名　 賀 代 子
15 門　　 康 彦
15 松 野　 聰 子
16 正 徳　 孝 夫
17 正 面　　 昇
17 潮 崎　 章 二
17 上 宮　 正 一 郎
17 木 場　　 弘
18 柳 谷　 承 示
18 吉 川　 泰 久
18 中 尾　　 進
19 花 野　 正 悦
19 田 井 地　 力
19 高 田　　 穂
19 西 眞 理 子

卒　回 氏　　名
幹 事 20 菅　　 数 子

20 広 岡　 俊 二
21 橋 口　 芳 子
21 辻 野 由 里 子
21 濵 口　　 栄
22 柏 木　 豊 彦
23 奥 田　 正 博
25 清 水　 祥 弘
25 武 久　　 弘
25 藤 井 ま ゆ み
27 藤 木　 啓 彰
27 藤 井　 正 彦
27 藤 森　 泰 宏
27 鍋 谷　 高 弘
27 西 川　 和 子
28 漣　 庸 次 朗
28 魚　　 雅 勝
30 片 山　 敏 彦
32 福 谷　　 勲
33 船 越　 淳 久
34 向 田　 憲 司
37 中 谷　 光 孝
37 桂　　 敦 子
38 中 野　 恭 典
39 大 迎　 規 宏
39 冨 永　 康 文
39 名 手 　 健 二
39 馬 場　 直 子
43 脇 本　 真 行
49 城 古　 博 史
52 上 田　 勇 紀

令和6・7年度　兵庫県立津名高等学校同窓会阪神支部役員

以上63名　　　令和７年７月１日現在

　

令
和
６
年
８
月
24

日
、
立
秋
を
迎
え
た

と
は
い
え
、
残
暑
厳

し
い
中
、
阪
神
支
部

会
員
が
三
ノ
宮
に
集

合
、
貸
切
バ
ス
に
乗

車
の
上
、
淡
路
に
向

け
て
出
発
し
ま
し
た
。

な
ぜ
、
阪
神
支
部
総

会
で
あ
る
の
に
淡
路

に
行
っ
た
理
由
で
す

が
、
支
部
総
会
の
後
、

津
名
高
等
学
校
本
部

同
窓
会
に
参
加
す
る

た
め
で
す
。
バ
ス
の

中
で
会
員
皆
様
か
ら

御
食
国
（
み
つ
け
の

国
）
と
呼
ば
れ
た
淡

路
の
歴
史
や
由
緒
あ

る
神
社
仏
閣
に
つ
い

の
謝
礼
を
お
支
払
い

す
る
こ
と
の
で
き
る

規
程
を
新
た
に
設
け
、

ご
承
認
い
た
だ
き
ま

し
た
。
変
更
等
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
阪
神
支
部
に

入
っ
て
い
た
だ
け
ま

し
た
ら
、
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
あ
わ
せ
て
活
動

資
金
面
で
も
皆
様
方

か
ら
支
部
会
費
の
納

入
に
つ
き
ま
し
て
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
改
正
は
、

今
後
支
部
活
動
が
継

続
し
て
行
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
の
支
部
活

動
を
担
っ
て
い
た
だ

く
皆
様
方
が
参
加
し

や
す
い
よ
う
に
整
備

て
の
に
わ
か
バ
ス
ガ

イ
ド
も
あ
り
向
か
い

ま
し
た
。
そ
の
歴
史

認
識
を
確
認
す
る
た

め
、
洲
本
市
立
淡
路

文
化
史
料
館
に
て
見

学
し
ま
し
た
。
学
芸

員
の
方
か
ら
淡
路
の

歴
史
等
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
参
加

会
員
か
ら
学
芸
員
さ

ん
以
上
の
補
完
説
明

が
あ
り
、
学
芸
員
さ

ん
は
非
常
に
や
り
に

く
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
支
部
総

会
及
び
本
部
総
会
が

行
わ
れ
る
お
の
こ
ろ

パ
ー
ク
内
の
レ
ス
ト

し
た
も
の
で
す
。
32

回
卒
業
の
私
が
参
加

者
の
下
か
ら
２
番
目

の
者
で
あ
り
、
私
よ

り
も
っ
と
若
い
会
員

の
方
の
ご
参
加
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

そ
の
後
の
本
部
総

会
も
参
加
者
多
数
で

淡
路
弁
で

の
話
に
盛
り

上
が
り
最
後

に
校
歌
斉

唱
。
会
場
を

移
し
て
母
校

書
道
部
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、ギ
タ
ー
・

マ
ン
ド
リ
ン

部
及
び
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部

の
黄
昏
コ

ラ
ン
へ
移
動
。
ラ
ン

チ
に
淡
路
ビ
ー
フ
や

レ
タ
ス
等
地
産
地
消

の
「
淡
路
島
バ
ー

ガ
ー
」
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
淡
路
島
産

の
う
ま
い
も
ん
を
再

確
認
、
満
足
し
た
次

第
で
す
。

　

昼
食
後
、
阪
神
支

部
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
特
に
会

員
の
皆
様
に
お
伝
え

し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
は
、
①
今
後

の
支
部
活
動
を
担
っ

て
い
た
だ
く
実
務
の

担
い
手
の
確
保
等
と

②
持
続
可
能
な
支
部

活
動
の
運
営
の
た
め

阪
神
支
部
会
則
の
変

更
で
す
。

　

１
つ
め
の
実
務
の

担
い
手
の
確
保
等
に

つ
い
て
は
、
支
部
長

等
役
員
の
方
の
事
務

負
担
軽
減
の
た
め
、

事
務
局
長
の
設
置
や

会
計
担
当
を
１
名
か

ら
２
名
以
内
と
す
る

こ
と
、
会
計
監
事
を

２
名
か
ら
３
名
以
内

と
す
る
こ
と
で
こ
れ

ら
は
緊
急
事
態
等
へ

の
対
処
に
も
な
り
ま

す
。
ま
た
、
支
部
長

が
必
要
と
し
た
場
合
、

支
部
長
代
行
を
指
名

す
る
規
定
も
新
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

２
つ
め
の
持
続
可

能
な
支
部
活
動
の
運

営
の
た
め
、
支
部
活

動
へ
ご
参
加
い
た
だ

い
た
方
へ
の
旅
費
規

程
及
び
支
部
報
に
原

稿
を
ご
提
供
い
た
だ

い
た
会
員
等
の
方
へ

　

阪
神
支
部
総
会
に
参
加

福
谷
　
勲
　
　
　

（
高
三
十
二
回
生
）

ン
サ
ー
ト
を
見
学
し
、

行
き
以
上
に
騒
が
し

い
バ
ス
移
動
で
神
戸

へ
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

来
年
度
支
部
総
会
が

本
年
以
上
の
参
加
者

で
盛
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
、
ご
支
援
の
ほ

ど
、
重
ね
重
ね
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

日時：令和7年7月31日(木)　18時頃から約20分
場所：大阪・関西万博イタリア館内　円形劇場

　同窓会本部からの情報です。マンドリンはイタリアで生まれ
た特色ある楽器です。現在開催されている大阪・関西万博イタ
リア館スタッフがマンドリン演奏者を探していたところ、毎年
全国大会に出場し、優秀賞など数多く受賞している「津名高校
ギター・マンドリン部」がイタリア館アンバサダーの目に留ま
り、本校に演奏依頼がありました。
　出演日は、夏休み期間中の上述の日時のとおりです。
　イタリア館は超人気パビリオンで入館予約が取れないとの情
報もあり現地で生演奏を聴くのは難しいようですが、私たち同
窓生にとっては誠に誇らしいことです。

　 令和８年度分から支部会費納入の利便性を高めます
　 ～コンビニ等納付への対応を検討しています～
　今年度分（令和７年度分）までの支部会費の納入方法は、①同封の「払込取扱票」による郵便局で
の払込と②銀行振込の２つです。
　令和８年度分以降、納付の利便性をより高めるため、①の「払込取扱票」については、郵便局、コ
ンビニ及び各種Payの利用ができるように進めております。②の銀行振込につきましてもネットバン
キングでの利用ができます。引き続き支部会費納入についてよろしくお願いいたします。

津名高校ギター・マンドリン部

大阪・関西万博イタリア館で
演奏します


